
 

 

 

 

 

 

～初夏の風にのって、新たな学びへ～ 
５月のゴールデンウィーク明け、教室では、「キャンプに行ってきました」、「久しぶりに親戚と会いました」、「部活

動をがんばりました」など、生徒たちがそれぞれに楽しい思い出を伝えてくれました。生徒たちは学校生活に徐々に

慣れ、給食の時間を十分に確保するために、素早く準備を整えたり、時間を意識して清掃に取り組んだりするなど、

自ら考えて行動する姿が多く見られるようになってきています。また、委員会活動では、初めての全校委員会が行わ

れ、生徒たちはクラスの代表として参加しました。各委員会で話し合った内容をクラスメートに分かりやすく伝えるな

ど、情報共有や声かけを通じて、責任感を持って委員会活動に励んでいます。さらに、挨拶運動などの継続的な活

動にも取り組む姿が見られ、生徒たちの主体的な姿勢が感じられます。 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

   

６月には、学びの幅をさらに広げる「校外学習」を実施します。普段とは異なる環境で過ごすことで、新たな発見

や気づきを得る貴重な機会となります。この学習を通じて、集団行動の中で協力する力や、他者を思いやる心を育

んでほしいと願っています。 

 

～校外学習に向けて～ 
実行委員の生徒たちは、「想像と協働～人を想い、自律心と共感する力を養う校外学習」というスローガンのもと、

全員が充実した学びができる校外学習を目指し、意見を出し合っています。そこで、校外学習実行委員の生徒たち

に、「どんな校外学習にしたいですか？」と聞きました。 

組・名前 どんな校外学習にしたいですか？ 

１組 小泉さん これまでの経験を生かして、自律した校外学習を目指したいです。班活動では、班

のメンバーとコミュニケーションをとり、丸木美術館では、原爆の絵やお話を聞くこ

とを通して、人の心の痛みを感じることができる校外学習にしたいです。 

１組 石田さん 丸木美術館では、人の苦しみや痛みなどを知ることや自分がその人だったらどうなる

のかなど自分がその人の立場で考えられる機会にしたいです。国営武蔵丘陵森林公

園では、グループで協力し合って助け合い、仲を深められるようにしたいです。皆が安

全で楽しめるようにしたいです。 
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２組 坂本さん 周りの人を気遣いつつ、一人一人が全力を出し切り、友達との仲を深められる大切な

機会にしたいです。また、この活動をきっかけにして、これまで以上に心を豊かにして、

学校生活を楽しめるようにしたいです。 

２組 及川さん メリハリよく動き、自分達で今何をしたらいいかなどを考えながら、楽しい校外学習

にしたいです。また、平和学習についてよく学び、戦争などについてよく学びたいで

す。 

３組 長井さん クラスや班のメンバーと仲良くできる、自ら考え行動できる(自律)、人の心の痛みを知

れる(原爆についてより理解を深められる)校外学習にしたいです。校外学習なので、

レクの時と話を聞くときのメリハリを意識して、「自律」を忘れないようにしたいです。 

３組 朝海さん 僕は「想像」と「協働」を意識して校外学習に臨みたいと思いました。「想像」は

「頭の中で想う」という意味に「人との関わり」を追加した意味です。中学生にな

り、新しい仲間との関わりが多い今回の校外学習で「想像」をみんなが意識してく

れればもっと仲間のことや「協働」について理解が深められると思います。「協働」

は「同じ目的に対等な立場で協力して共に働く」という意味です。「協同」とのちが

いは「同じ立場かどうか」です。この校外学習には一人一人役割があります。一体

感をもって「協働」し、校外学習に行きたいです。 

４組 手塚さん 自分たちが積極的に人のために動き、班員との仲をより深め、原爆の被害にあった人

たちの気持ちを少しでもわかるようにしたいです。全員で協力して、たくさんの自然に

触れ、学校では学べないことを学び、目標に向かって動ける校外学習にしたいです。 

４組 下楠薗さん 一人一人が目的をもって行動できるような校外学習にしたいです。美術館では原爆の

ことを知り、二度と起こらないようにどのような世の中にしたいかを考えられるような体

験にしたいです。オリエンテーリングでは思いやりの心をもって、体を動かしながら課題

を解決できるように協力して、班の仲間と絆を深められるようにしたいです。 

５組 西脇さん 学校教育目標である「自律」とサブ目標の「自立」、「協働」、「貢献」を達成するた

めに、楽しみながらも"学習"の一環として充実した校外学習にしたいです。また、丸

木美術館では原爆投下から 3日後に実際に広島に行き、何もない焼け野原を目

の当たりにした丸木夫妻が描いた原爆の絵が見れるので、それを見て「人の心の

痛み」を知ることのできる人間になるための第一歩にもなるようにしたいです。 

５組 吉田さん 丸木美術館では、原爆がもたらした悲しみや痛みを感じ、平和の大切さについて考

えたいです。戦争の恐ろしさやその影響を深く理解することができると思います。ま

た、オリエンテーリングでは班で協力して、絆を深めていきたいです。チームワーク

を大切にし、仲間と一緒に力を合わせて活動することを楽しみにしています。 

６組 植木さん 中学生になって初めての校外学習なので、みんなで楽しみたいです。そのために、

周りの人に迷惑をかけるようなことは絶対にしないことや、バスの運転手さん、一

般の方などにも挨拶や礼儀をきちんとしたいです。学校教育目標である【自律】を

達成するために、自分たちで考えて行動したいです。また、『人の心の痛みを知る』

ために、じっくりと絵を見て、学んでいきたいです。 

６組 松林さん 班員全員で協力、自律をして、学びの多い校外学習にしたいです。これからの学校

生活に向けた第一歩です。校外学習の中で楽しむときは思いっきり楽しみ、しっか

りと話を聞くときは静かに聞くなどメリハリをつけたいです。校外学習のスローガン

を達成できるように全員が頑張れるようにしたいです。 

 


